
　

近
年
、
自
治
体
を
中
心
に
「
行
政
経
営
」
と
い
う

言
葉
が
関
心
を
集
め
て
い
る
。
自
治
体
は
、
地
方
分

権
や
行
政
改
革
の
推
進
に
伴
い
、
政
策
形
成
能
力
の

向
上
や
事
務
執
行
の
簡
素
・
効
率
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
政
策
力
の
高
い
効
率
的
な

自
治
体
経
営
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
処
方
せ
ん
と
し

て
、
諸
外
国
の
行
政
運
営
で
培
わ
れ
た
「
ニ
ュ
ー
・

N
ew
Public

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（ 
  
        

M
anagem

ent

 
      
    
以
下
Ｎ
Ｐ
Ｍ
と
す
る
）
理
論
」
が
注

目
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

こ
の
新
し
い
行
政
経
営
の
動
き
を
紹
介
し
、
自
治
体

の
経
営
に
ど
う
生
か
す
べ
き
か
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
に
し
た
い
。

  
■
Ｎ
Ｐ
Ｍ
と
は
何
か

　

Ｎ
Ｐ
Ｍ
と
は
、
民
間
企
業
の
経
営
手
法
な
ど
を
で

き
る
限
り
行
政
現
場
に
取
り
入
れ
、
行
政
部
門
の
効

率
化
・
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
伝
統
的
な
官
僚
シ
ス
テ
ム
と
は
、
業
績
／

成
果
に
よ
る
管
理
、
契
約
型
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
顧

客
主
義
へ
の
転
換
な
ど
の
点
に
お
い
て
対
比
さ
れ

る
。
具
体
的
な
方
法
論
と
し
て
は
、
行
政
活
動
の
成

果
や
効
率
な
ど
を
評
価
す
る
「
業
績
評
価
」、
国
有

企
業
を
株
式
会
社
化
し
た
り
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
民
間

委
託
す
る
「
民
営
化
」、
公
共
施
設
の
整
備
・
運
営
に

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
金
を
活
用
す
る
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ

Private
Finance

Initiative

（                          
）」、
財
政
状
況
を
資
産

と
負
債
か
ら
把
握
す
る
「
企
業
会
計
方
式
」
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
行
政
経
営
の
新
し
い
潮
流
は
、
一
九
八

〇
年
代
の
半
ば
以
降
、
英
国
や
米
国
な
ど
で
発
達
し

て
き
た
。
そ
の
足
取
り
を
見
る
と
、
英
国
で
は
、
八

〇
年
代
に
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
が
、「
バ
リ
ュ
ー
・

フ
ォ
ー
・
マ
ネ
ー
」
を
理
念
と
し
て
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
競
争
入
札
に
か
け
る
「
強
制
競
争
入
札
」、
執
行

部
門
を
分
離
・
独
立
さ
せ
る
「
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
」

な
ど
を
導
入
し
た
。
九
〇
年
代
に
入
り
、
続
く
メ
ー

ジ
ャ
ー
政
権
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
明
示
す

る
「
市
民
憲
章
」
や
、
業
務
の
廃
止
や
民
営
化
を
検

討
し
た
上
で
行
政
と
民
間
が
公
開
入
札
で
競
争
す
る

「
市
場
化
テ
ス
ト
」、
地
方
政
府
間
で
業
績
を
比
較
で

き
る
「
地
方
自
治
体
業
績
指
標
」
な
ど
を
導
入
し
た
。

現
在
の
ブ
レ
ア
政
権
も
、
市
民
憲
章
に
利
用
者
の
視

点
を
加
え
た「
サ
ー
ビ
ス
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」、行
政
サ
ー

ビ
ス
の
質
的
改
善
を
図
る
「
ベ
ス
ト
・
バ
リ
ュ
ー
」

な
ど
、
顧
客
志
向
を
強
調
し
つ
つ
も
こ
れ
ま
で
の
行

革
路
線
を
継
承
し
て
い
る
。

　

一
方
、米
国
で
は
、九
一
年
に
誕
生
し
た
ク
リ
ン
ト

ン
政
権
が
、ゴ
ア
副
大
統
領
を
中
心
と
し
て「
Ｎ
Ｐ
Ｒ

N
ationalPerform

ance
R
eview

（ 
               
      
     

）」
と
い
う
行
政
改

革
運
動
を
開
始
し
、
現
場
主
導
の
改
善
活
動
を
展
開

し
た
。
さ
ら
に
「
Ｇ
Ｐ
Ｒ
Ａ
法

G
overnm

ent

（ 
      
   

Perform
ance

and
R
esults

A
ctof

1993

       
          
        
          
）」
に
よ
っ

て
、
連
邦
政
府
機
関
に
対
し
戦
略
計
画
や
業
績
報
告

な
ど
を
義
務
付
け
た
。
ま
た
、
連
邦
政
府
の
ほ
か
地

方
政
府
で
も
、
業
績
評
価
が
広
く
取
り
組
ま
れ
て
お

り
、
オ
レ
ゴ
ン
州
や
ミ
ネ
ソ
タ
州
な
ど
の
先
進
事
例

は
わ
が
国
で
も
よ
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

■
業
績
評
価
は
導
入
さ
れ
た
が

　

Ｎ
Ｐ
Ｍ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
が
含
ま
れ
る
が
、

そ
の
中
核
を
な
す
の
が
「
業
績
評
価
」
で
あ
る
。
わ

が
国
で
は
、
三
重
県
が
「
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
北
海
道
の
「
時
の
ア

セ
ス
メ
ン
ト
」、
静
岡
県
の
「
業
務
棚
卸
表
」
な
ど
、

各
地
で
行
政
評
価
の
導
入
が
相
次
い
だ
。
山
形
県
も

「
山
形
県
行
財
政
改
革
大
綱
（
平
成
十
年
十
二
月
改

定
）」の
中
で
政
策
評
価
シ
ス
テ
ム
と
事
務
事
業
評
価

●　
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シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
導
入
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
は
、
必
ず
し
も
「
業
績
評

価
」
と
言
え
な
い
も
の
も
あ
る
。
だ
が
、
そ
う
し
た

状
況
で
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
基
本
的
な
考
え
方
を
理
解
す

る
自
治
体
は
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
着
実

に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

問
題
な
の
は
、
単
な
る
横
並
び
意
識
で
形
だ
け
導
入

し
た
自
治
体
で
あ
る
。
業
績
評
価
を
導
入
し
た
も
の

の
、
活
用
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
。
行
政
改
革
や
総

合
計
画
、
予
算
編
成
は
従
来
ど
お
り
で
、
手
間
を
か

け
た
わ
り
に
行
政
経
営
の
仕
組
み
は
変
わ
ら
な
い
。

職
員
の
不
満
が
募
り
意
識
改
革
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

　

で
は
、
業
績
評
価
を
行
政
経
営
に
ど
う
活
か
す
の

か
。
業
績
評
価
の
活
用
例
は
、
諸
外
国
や
民
間
企
業

の
事
例
が
多
く
、
わ
が
国
の
自
治
体
と
は
前
提
と
す

る
制
度
や
文
化
、
環
境
が
違
い
す
ぎ
る
と
の
声
が
聞

か
れ
る
。
そ
こ
で
、
わ
が
国
の
あ
る
政
令
指
定
都
市

（
Ｅ
市
）の
税
務
事
務
に
つ
い
て
当
社
が
業
績
評
価
に

基
づ
き
実
際
に
経
営
指
導
を
行
っ
た
事
例
を
次
に
ご

紹
介
し
よ
う
。

 
■
業
績
評
価
は
こ
う
活
用
す
る

　

税
務
部
門
は
税
収
の
確
保
が
使
命
で
あ
り
、
徴
収

率
が
そ
の
成
果
指
標
で
あ
る
。
徴
収
率
が
低
い
と
、

納
め
ら
れ
る
べ
き
税
金
を
集
め
損
な
っ
て
い
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
納
税
者
間
の
公
平
を
失
す
る
。
と
こ

ろ
が
、
多
く
の
自
治
体
と
同
じ
く
Ｅ
市
も
ま
た
、
景

気
の
低
迷
に
伴
い
市
税
の
徴
収
率
が
低
下
し
て
い

る
。
い
か
に
し
て
徴
収
率
を
向
上
さ
せ
る
か
が
経
営

課
題
な
の
で
あ
る
。

　

評
価
は
ま
ず
比
べ
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
こ
で

他
の
政
令
指
定
都
市
と
徴
収
率
を
比
較
し
て
み
る
と

（
図
表
参
照
）、
同
じ
政
令
指
定
都
市
で
も
徴
収
率
に

五
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
地

域
ご
と
に
経
済
状
況
や
納
税
意
識
は
異
な
り
う
る
か

ら
、
単
純
に
は
比
較
で
き
な
い
が
、
人
口
規
模
や
都

市
特
性
が
似
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
無
視
で
き

な
い
差
で
あ
る
。
各
市
の
仕
組
み
の
違
い
が
徴
収
率

に
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
次
に
、
各
市
の
税
務
部
門
の
組
織
体
制
や

職
員
配
置
等
を
分
析
す
る
。
組
織
体
制
は
各
市
ご
と

に
異
な
り
、
例
え
ば
課
税
課
・
収
納
課
の
よ
う
な
機

能
別
組
織
も
あ
れ
ば
、
市
民
税
課
・
資
産
税
課
の
よ

う
な
税
目
別
組
織
も
あ
る
。
Ｅ
市
で
は
課
税
担
当
と

収
納
担
当
が
同
一
課
だ
が
、
徴
収
率
の
高
い
市
は
、

課
税
機
能
と
収
納
機
能
を
分
離
し
て
い
る
。
ま
た
、

徴
収
率
の
高
い
市
は
、
や
は
り
職
員
の
経
験
年
数
が

長
い
。
た
だ
、
ベ
テ
ラ
ン
が
少
な
く
て
も
、
フ
ラ
ッ

ト
型
の
担
当
制
よ
り
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
係
長
制
を
と

る
と
徴
収
率
が
高
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
他
、
Ｅ
市

の
場
合
は
他
市
に
比
べ
収
納
系
職
員
の
割
合
や
出
先

機
関
（
区
役
所
）
職
員
の
割
合
が
少
な
い
と
い
っ
た

特
徴
も
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
実
効
性
の
観
点
だ
け

で
な
く
効
率
性
の
観
点
か
ら
比
べ
て
み
る
と
、
徴
収

率
で
は
Ａ
市
が
最
高
で
あ
る
が
、
不
納
欠
損
の
少
な

さ
や
徴
税
コ
ス
ト
の
低
さ
を
加
味
す
る
と
Ｂ
市
が
最

高
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
分
析
を
ふ
ま
え
、
数
値
目
標
と
し
て
、

徴
収
率
及
び
徴
収
効
率
性
を
全
政
令
指
定
都
市
中
、

最
高
水
準
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
を
設
定
す
る
。
そ

の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
課
税
部
門
と
収
納
部

門
を
分
離
す
る
こ
と
、
収
納
は
担
当
制
か
ら
係
長
制

へ
変
更
す
る
こ
と
、
課
税
系
を
減
員
し
収
納
系
を
他

市
水
準
ま
で
増
員
す
る
こ
と
、
な
ど
を
方
針
決
定
す

る
。
そ
し
て
、
期
間
的
・
技
術
的
に
実
現
で
き
る
か

を
検
証
し
た
上
で
、
具
体
的
な
事
業
計
画
を
作
成
す

る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
例
で
は
業
績
評
価
を
組
織
改
革
に
活
用
し
て

い
る
が
、
そ
の
他
に
も
行
政
経
営
上
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
活
用
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
科
学
的
に
は
厳
密

さ
を
欠
く
業
績
評
価
も
、
経
営
判
断
の
材
料
と
し
て

は
な
お
有
効
で
あ
る
。
業
績
評
価
は
意
思
決
定
の
た

め
の
道
具
で
あ
る
と
割
り
切
っ
て
、
大
胆
か
つ
積
極

的
に
活
用
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

●　
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（図表）政令指定都市の税務組織の比較

効率化係数区役所職員比収納系職員比職員平均経験年数収納組職体制課税・収納機能徴収率（Ｈ９）政令指定都市
11.093.5%31.0%10年以上担当制分　離96.8%Ａ　市
17.588.2%29.5%５年未満係　制分　離95.6%Ｂ　市
11.187.9%34.9%５～10年係　制分　離95.5%Ｃ　市
5.887.9%34.4%５年未満係　制分　離94.9%Ｄ　市
8.677.4%23.3%５～10年担当制同　一94.6%Ｅ　市
11.689.0%30.0%５年未満係　制分　離94.4%Ｆ　市
1.993.9%27.2%データ無係　制同　一94.4%Ｇ　市
4.991.6%33.7%データ無担当制分　離94.0%Ｈ　市
10.392.6%32.0%５～10年係　制同　一93.6%Ｉ　市
13.093.9%35.8%５～10年係　制分　離93.5%Ｊ　市
7.376.1%28.8%５年未満係　制同　一93.0%Ｋ　市
4.693.9%32.7%５年未満担当制分　離91.6%Ｌ　市

（出典）房本恭明・児玉博昭「地方税務行政に関する分析」より抜粋作成
（注）効率化係数＝100／（対調定不納欠損率×住民１人あたり徴税費）
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